
令和６年度　金沢支援学校　学校目標

具体的な方策 評価の観点
①学習指導要領に則っ
て、発達段階に応じた系
統性のある教育内容を考
え実践する。

①作成した「身につけたい
力」の内容表のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ
や校内研究で地域と協働し
た教育課程について検討し
ていく。

①校内研究とも絡めながら、
授業づくりに取り組むことが
できたか。

②-1 ICT機器活用の推進
及び学習教材・授業例の
充実を図る。

②-2 ICT機器の活用事例
について、情報発信を進
める。

②-1 研修会を実施し、職員
の理解を深めると共に、ICT
教材や授業例を共有し、授
業改善につなげる。
②-2 ICT機器の活用事例に
ついて、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや通信、
授業参観等で情報を発信し
ていく。

②-1 職員対象の研修会を
実施し、各学部で授業改善
につなげることができたか。

②-2 ICT機器活用事例を職
員間で共有すると共に、情
報発信を進めることができた
か。

①児童生徒が主体的に
学ぶことができる学習環
境を設定する。

①子ども目線での教育環境
整備の意識を定着させ、見
やすさわかりやすさを一層
推進する。

①児童生徒が主体的に学ぶ
学習環境を設定することが
できたか。

②専門職等を活用した更
なる支援体制の充実を図
る。

②「チーム支援」を推進し、
互いの専門性を生かした支
援システムを構築する。

②専門職支援体制の充実を
図ることができたか。

①卒業後の社会生活を見
据えた進路指導・支援に
ついて、職員研修を充実
させる。

① 「進路の手引き」の内容を
見直したり、保護者説明会で
の内容を職員間でも共有し
たりする等、卒業後の生活を
具体的に理解できるよう工
夫した職員研修を行う。

②保護者・地域等への進
路指導情報発信の拡充を
図る。

②「進路だより」や保護者対
象の進路説明会等を活用
し、部門・学部ごとの情報発
信を充実させる。

①職員一人ひとりがｾﾝﾀｰ
的機能を担う意識の向上
を図る。

①巡回相談等の情報を共有
し、地域の学校の課題や
ニーズを知る等、地域を支
援するための知識を得る。

①職員の意識向上を図るこ
とができたか。

②本校の特別支援教育
のノウハウを発信する。

②教育活動や教材教具・支
援の手立て等巡回相談時や
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで情報を発信す
る。また地域の学校のニー
ズを踏まえた巡回相談や研
修会を実施する。

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等での情報発
信やニーズを踏まえた巡回
相談・研修会を実施すること
ができたか。

①地域を意識した学校防
災や避難訓練を計画・実
施する。

①保護者も巻き込んだ訓練
や地域と協働の訓練等何が
できるか検討し計画を進め
る。

①新たな訓練のあり方等検
討し、計画を進めることがで
きたか。

②学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを活用
し、校内体制と安全への
取組を発信すると共に、
地域と協働して安全安心
な学校づくりに取り組む。

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで日頃の学習
活動や学校の取組を発信し
たり、地域からの情報を収集
して、ホームページで紹介す
る等情報交換の場を設け
る。

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを有効に活用
し、情報発信することができ
たか。

③業務の整理や効率的
な業務の遂行方法等を検
討し、働き方改革を進め
る。

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ・部門・学部
で業務整理、効率化につい
て継続して進めていく。
③-2 新体制での分掌業務
を行いながら、業務の効率
化・平準化を検証していく。

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ･部門・学部で
考え、進めることができた
か。
③-2 新体制での分掌業務
の効率・平準化について検
証することができたか。

取組の内容
視点

4年間の目標
(令和6年度策定)

1年間の目標

①②進路指導・支援につい
て、研修や情報発信を進め
ることができたか。

1

教育
課程

・
学習
指導

自立と社会参加を目
指し、児童・生徒の発
達段階に応じた系統
性のある教育課程の
編成と授業への活用
を進める。

2

児童
生徒
指導

・
支援

障害や発達に関わる
一人ひとりの教育的
ニーズに応じた適切
な教育支援を行う。

5

学校
管理

・
学校
運営

信頼される学校づくり
の推進のため、安全
で安心できる指導体
制及び管理体制を構
築する。

3

進路
指導

・
支援

児童生徒一人ひとり
の生きる力を育むた
めのキャリア教育の
充実を図る。

4

地域
等

との
協働

地域とともに、ｲﾝｸﾙｰ
ｼﾌﾞな社会の形成に
向けたｾﾝﾀｰ的機能
による発信と協働の
充実を図る。


